
基本構想※、基本計画、区計画が2025年12月に終期を迎えるため、
新たな体系の在り方について検討が必要

※地方自治法改正（2011年）により、「基本構想」の策定義務規定が廃止
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現行の京都市の計画体系
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「京都基本構想（仮称）」の構成（案）
○現行基本構想と基本計画を統合し、基本構想をベースとした「京都基本構想（仮称）」として策定する。

○構想期間は、現行基本構想と同様、25年間（2026〜2050年）とする。

＜現状＞

・ 総合計画（京都市基本構想及び京都市基本計画並びに各区基本計画）が2025年12月に終期を迎える
・ 地方自治法改正（2011年）により、「基本構想」の策定義務規定が廃止

＜本市の考え方＞

・ 不確実性・複雑性が高く、先行きが不透明で、変化が激しい現代社会において、未来を予測することは

ますます困難になっている
⇒ 時代に左右されない京都のまちの基軸、羅針盤として京都基本構想（仮称）を描く

・ 複数の政策領域を跨ぐ課題に対応する分野横断的な計画を策定しており、基本計画の役割と重複
⇒ 効率的な行政運営を行うことが必要
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基本構想の具体化のために全市的観点から
取り組む主要な政策を示す計画

京都市基本計画

行財政改革計画・分野別計画など

毎年度予算

新京都戦略・分野別計画など

毎年度予算

「京都基本構想（仮称）」の策定方針

基本計画の理念的な部分を統合し、
具体的な政策等については、短期的
な分野別計画等がその役割を担う
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審議会
次期総合計画の審議

次期総合計画の議論

特設サイト等を活用した意見収集・情報発信、次期総合計画が目指す
まちの姿の実現に向けた活動

次
期
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合
計
画
策
定市内外からの意見・提案を募集、審議会や未来共創チーム会議の

取組などを発信し、策定経過の見える化

本市開催のイベント等での市内外からの意見聴取や周知
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第１回
（10／9）

審 議 会 の 開 催 予 定

第２回（11／11）
第３回（12／10）

第４回（2／3）
第５回（3／19）

第８回
（8／29）

答申案の審議

交互に開催することを想定

審議・議論に活用

特設サイト
「みんなの理想京 ideal Kyoto」

市
民
参
加

第６回（5／12）
第７回（6／13）

今回のスケジュール（案）


